
第1回よさのみらい会議
実施報告書
2022.07.24 [SUN] 14:00-16:00｜知遊館



日　時 ｜ 令和4年7月24日(日) 14:00-16:00 

場　所 ｜ 生涯学習センター知遊館 

参加者 ｜ 19人 

目　的 ｜ ・町民の皆さんの声を第2次総合計 
　　　　　  画に反映すること【広聴】 
　　　　  ・町民の皆さん同士の新たな出会い 
　　　　　  の場をつくること【実践準備】

実施概要

開会にあたって、総合計画審議会の谷口知弘会長は
「美しい与謝野を次の世代につないでいくため、皆
さんの知恵を集めて話し合って未来を描きたい。そ
して、描いた未来を皆さんと一緒に創っていく。そ
んな豊かな話し合いの場にしていきたい」と挨拶。 

続いて、事務局から本会議の目的やゴールを説明した
後、人口動態やまちづくりアンケートをもとに、ま
ちの現状を参加者と共有しました。 

この日のメインイベントであるワークショップには、
一般公募の町民のほか、総合計画審議会委員、町職
員が参加。4つのテーブルに分かれ、「わたしの幸
せ、まちの幸せ」をテーマにワールドカフェ※1方式
で実施しました。 

まずは日頃感じる「幸せ」を語り合うことからスタ
ート。「さまざまな立場の人にとって『居場所』が
あることが幸せ」「子どもたちの声が町中に日々言
いていることがまちの幸せ」など、2040年の与謝野
町を思い描きながら、その実現のためにできること
も考え、最後にグループ発表を行いました。
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※1　ワールドカフェ 
少人数に分かれたテーブルで対話を行った後、他のテーブ
ルとメンバーをシャッフルして対話を行う方法



02①② 対話する参加者　③ 他の班のテーブルに移動して新たな気づきを得ました　④ グループ発表の様子
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まちの幸せ

2040年、誰もが幸せに暮らせるまちとは 
どんなまちでしょうか

選択 
できる

子ども
の声が 
響く

働く場 
がある

人の 
流れが 
ある

暮らしを 
楽しめる

自分 
らしく 
過ごせる

役割が
ある

居場所 
がある

今あるもの
を残す 

（景観・祭）

暮らし 
やすい

あきら
めなく
てよい

わたしには何ができますか 

誰に協力してもらいたいですか

どんな役場であったらよいですか

まちの幸せを実現するには

居場所 
づくり

資金力の
ある人 若者

つなぐ 足を 
引っ張
らない

応援 
する参加 

する

大学生 出身者 友人

前向き 邪魔を 
しない

応援 
する

相談 
できる

ハブ 
機能

向上心
説明 
できる

情報 
発信

地産 
地消

地域 
の人

キーワード抽出

07



主な意見
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2040年、誰もが幸せに暮らせるまちとは

• 新しく何かをつくるより、今あるものを残し
ていく視点を持つ。そのためには、イノベー
ション※1を起こさないと良いものは残ってい
かない。イノベーションは、若者の知識や知
恵が掛け算されていくことで生まれる。 

• 住民一人一人が役割をもって活躍できると、
ここに暮らす価値が生まれる。 

• 自分らしく、楽しく暮らせるまち。 
• 子どもの声が響くまち。親や祖父母にとって
の幸せにもつながる。 

• 特に教育や仕事の面で、あきらめなくてよ
い、選択できるまち。 

• 流入超過を目指す。そのためには、働く場所
（魅力ある会社）が必要。起業を支援するこ
とはもちろん、今ある会社が続くまちに。

幸せに暮らせるまちを実現するために

• 若者（ブーメラン人材※2）が不可欠。 
• 町民も役場も、挑戦する人を応援する。 
• 多様な人たち（町民、他世代、出身者、大学
生、地元企業等）をつなげる、多様な人たち
がつながる。役場にもこの役割を求める。 

• まちに住む人が、まちの中に居場所をつくっ
て、まちの人が集う。こういった「地産地
消」を広げていく。 

• 役場は、行きやすい、頼れる場所に。

※2　ブーメラン人材 
地域課題の解決や地域を盛り上げるた
めにUターンする人たち。

※1　イノベーション 
革新的なモノ・コト・仕組みなどによ
って、新たな価値を生み出すこと

幸せの捉え方

• 立場や年齢によって感じる幸せは異なる。 
• 当たり前にあると思っているものに幸せを感
じる。


